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紙面から７月の出来事
●時　事
  1日  県内民放2社　地上デジタル放送スタート
  5日  北朝鮮がミサイル発射
10日  サッカーＷ杯　イタリアが優勝

●山梨県中央会ニュース
13日  女性部会総会
19日  事務長会総会
20日  65歳雇用導入プロジェクト
　　　第1回達成会議
27日  組合実務講習会

８月の予定
1･3･8･10日  組合実務講習会
         19日  甲府大好きまつり

2面　施策情報/暑中見舞い/息吹
3面　業界の動き/金融アラカルト
　　  情報連絡員の声
4面　アクティブkumiai
5面　Hello!組合事務局/Study room
6面　中央会女性部総会/ただいま研究中
7面　ジョブサポートだより
　　  事務長会総会開催／情報BOX
8面　訪中記/中央会組織図/情報BOX

●
60
歳
定
年
以
降
の

　
雇
用
機
会
確
保
の
義
務
化

65
歳
雇
用
導
入

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　
﹁
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定

法
﹂
の
施
行
に
伴
い
、
今
年
４

月
１
日
か
ら
段
階
的
に
65
歳

ま
で
の
雇
用
機
会
の
確
保
が

義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
、

急
速
な
高
齢
化
の
進
展
と
年

金
支
給
開
始
年
齢
の
段
階
的

引
き
上
げ
等
の
状
況
を
踏
ま
え
、

60
歳
の
定
年
到
達
以
降
も
継

続
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
就
業
環
境
の
整
備
を

図
る
た
め
、
継
続
雇
用
制
度
の

啓
発
・
継
続
雇
用
制
度
導
入
の

た
め
の
相
談
指
導
等
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

●
高
年
齢
者
の
就
業
を
支
援
す
る

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク

プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、

高
齢
者
の
就
業
機
会
の
確
保

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
連
合
会
で
は
お
お
む
ね
55

歳
以
上
65
歳
未
満
の
就
職
希

望
者
に
、
必
要
な
技
能
講
習
を

実
施
し
た
後
、
面
接
会
を
開
催

す
る
な
ど
の
就
業
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。
本
会
は
、
技
能

講
習
会
・
面
接
会
の
実
施
に
必

要
な
Ｐ
Ｒ
活
動
・
連
絡
調
整
、

業
界
の
求
人
ニ
ー
ズ
の
取
り

ま
と
め
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を

　
改
善
す
る

地
域
求
職
活
動

援
助
事
業

　
山
梨
県
は
労
働
力
需
給
の

ミ
ス
マ
ッ
チ
を
改
善
す
る
た

め
の
﹁
山
梨
県
地
域
求
職
活
動

援
助
計
画
﹂を
策
定
し
ま
し
た
。

本
会
で
は
、
こ
れ
に
基
づ
き
県

及
び
労
働
局
と
連
携
し
、
求
職

者
へ
の
情
報
提
供
と
相
談
業

務
を
行
う
﹁
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト

や
ま
な
し
﹂
を
甲
府
市
ダ
イ
タ

ビ
ル
３
Ｆ
に
開
設
す
る
と
共
に
、

企
業
の
求
人
情
報
を
収
集
す

る
こ
と
で
求
職
者
の
就
職
の

促
進
を
行
い
、
雇
用
構
造
の
改

善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

●
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
た
め
に

労
働
時
間
等

設
定
改
善
援
助
事
業

　
本
年
４
月
１
日
に
﹁
労
働
時

間
等
の
設
定
の
改
善
に
関
す

る
特
別
措
置
法
﹂
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
個
別
企
業

に
対
し
て
労
働
時
間
等
設
定

改
善
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

相
談
・
指
導
等
を
実
施
し
ま
す
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
労
働
時
間

等
設
定
改
善
指
針
に
示
さ
れ

た
労
働
者
の
健
康
と
生
活
に

配
慮
し
た
多
様
な
働
き
方
の

具
体
的
な
例
示
を
基
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
場
の
実
態
に
即

し
た
労
働
時
間
の
設
定
の
助

言
を
し
ま
す
。

●
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
等
の

　
処
遇
を
見
直
す

有
期
契
約
労
働
者
労
働

条
件
改
善
推
進
事
業

　
パ
ー
ト
等
の
有
期
労
働
契

約
者
を
使
用
し
て
い
る
事
業

主
に
対
し
、﹁
有
期
労
働
契
約

の
締
結
、
更
新
及
び
雇
止
め
に

関
す
る
基
準
﹂
等
の
有
期
労
働

契
約
に
関
連
す
る
法
令
等
の

理
解
を
促
し
、
事
例
を
参
考
に

す
る
な
ど
し
て
改
善
指
導
員

が
直
接
事
業
場
の
改
善
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

地
域
の
商
工
・
業
界

団
体
等
と
連
携
し
た

職
場
定
着
支
援
事
業

　
中
小
企
業
に
お
け
る
学
卒

就
職
者
の
早
期
離
職
を
防
止

す
る
た
め
、
若
年
労
働
者
を
対

象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
・
相
互
交

流
会
の
開
催
、
企
業
の
人
事
管

理
者
等
を
対
象
と
し
た
研
修

会
等
を
開
催
し
ま
す
。

日
本
版

デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業

　
若
年
者
の
雇
用
に
関
し
て
は
、

高
い
失
業
率
、
無
業
者
・
フ
リ

ー
タ
ー
の
増
加
、
高
い
離
職
率

等
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
若
年
者
を
座

学
に
よ
る
教
育
訓
練
と
企
業

に
お
け
る
実
務
訓
練
と
の
組

合
せ
に
よ
っ
て
実
践
的
な
職

業
能
力
の
取
得
を
目
指
す
日

本
版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
の

普
及
・
促
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

2
0
0
7
年
問
題
対
型

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
事
業

　
地
域
の
産
業
の
活
性
化
と

地
域
の
雇
用
機
会
の
維
持
・
創

出
を
達
成
す
る
た
め
、
従
来
、

県
内
で
は
確
保
が
困
難
で
あ

っ
た
人
材
を
、
県
外
の
団
塊
の

世
代
の
大
量
退
職
者
を
積
極

的
に
確
保
・
活
用
す
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

再就職に向けて技能講習を受講する高齢者60才以降の継続雇用を検討する達成会議

ダイタビル内のジョブサポートやまなし

労
働
問
題
改

労
働
問
題
改
善
の
た
め
に

善
の
た
め
に
様
々
様
々
な
事
業
を
実
施

な
事
業
を
実
施

雇
用
形
態
の
変
化
に
対
応
す
る
企
業
の
支
援
を

雇
用
形
態
の
変
化
に
対
応
す
る
企
業
の
支
援
を

雇
用
形
態
の
変
化
に
対
応
す
る
企
業
の
支
援
を

　
近
年
、労
働
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
た
事
に
よ
り
企
業
の
雇
用
形
態
も
様
々
な
変
化
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、景
気
回
復
に
伴
い
失
業
率
の
改
善
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、就
業
形
態
は
正
社
員
に
代
わ
っ
て
派
遣
会
社
か
ら
の
従
事

員
や
パ
ー
ト
の
比
率
が
高
ま
り
、2
0
0
7
年
問
題
等
の
高
年
齢
労
働
者
の
再
雇
用
な
ど
も
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の

よ
う
な
状
況
下
、中
小
企
業
振
興
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
中
央
会
で
は
中
小
企
業
者
が
抱
え
る
様
々
な
労
働
関
連
の
問
題
に
対

応
す
る
た
め
、左
記
の
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。



息
吹

ibuki
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グ
ロ
ー
バ
ル
な
話
題
か
ら
地
元
中
小
企
業
者
ま
で
を
考
え
る

　
世
界
自
動
車
最
大
手
の
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
︵
ア
メ
リ
カ
︶
と
日
産
自
動
車
・
ル
ノ

ー
︵
フ
ラ
ン
ス
︶
連
合
と
の
提
携
交
渉
が
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
終
わ
っ
た
七
月
上
旬
本
格

化
し
た
。

　
提
携
が
実
現
す
れ
ば
三
社
合
計
の
年
間
販
売
台
数
は
約
千
五
百
万
台
と
ト
ヨ
タ
自
動

車
の
二
倍
近
く
に
達
し
、
日
米
欧
に
ま
た
が
る
巨
大
自
動
車
グ
ル
ー
プ
が
誕
生
す
る
こ

と
に
な
る
。

　
し
か
し
、
ト
ヨ
タ
は
既
に
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
と
共
同
事
業
を
展
開
、
提
携
協
議

の
行
方
次
第
で
は
ト
ヨ
タ
と
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ
間
の
関
係
見
直
し
に
発
展
す
る
可

能
性
も
あ
る
と
の
報
道
が
さ
れ
て
い
る
。

　
ト
ヨ
タ
は
日
米
貿
易
摩
擦
を
回
避
し
た
立
役
者
。
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ
は
﹁
ト
ヨ
タ

生
産
方
式
﹂
を
学
び
、
燃
料
電
池
車
の
研
究
や
自
動
車
の
安
全
技
術
分
野
の
共
同
研
究
な

ど
今
も
行
わ
れ
て
お
り
、
関
係
は
良
好
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
日
産
・
ル
ノ
ー
と
の
提
携

交
渉
如
何
に
よ
っ
て
は
、
提
携
解
消
・
将
来
的
な
日
米
貿
易
摩
擦
に
も
発
展
し
か
ね
な
い

事
象
で
あ
る
。

　
山
梨
県
内
に
お
い
て
も
、
中
小
企
業
者
と
大
学
、
中
小
企
業
者
同
士
な
ど
に
よ
る
共
同

研
究
・
共
同
開
発
が
行
わ
れ
て
い
た
り
す
る
。
我
が
中
央
会
は
連
携
促
進
の
た
め
の
情
報

提
供
や
具
体
的
な
連
携
の
機
会
創
出
、
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
な
ど
も
手

が
け
て
い
る
が
、将
来
を
見
据
え
た
慎
重
か
つ
丁
寧
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
再
認
識
。

　
日
本
経
済
を
支
え
て
い
る

の
は
中
小
企
業
者
で
あ
る
こ

と
に
は
間
違
い
な
い
が
、
先

述
の
ニ
ュ
ー
ス
の
よ
う
に
一

握
り
の
大
企
業
の
動
向
に
よ

っ
て
株
価
や
経
済
バ
ラ
ン
ス

が
狂
う
の
も
こ
れ
ま
た
事
実
。

　
共
に
目
が
離
せ
ず
、気
が
休

ま
ら
な
い
毎
日
で
あ
る
。

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
は
本
会
の
事
業
に
つ
い
て
、
ご
参
加
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
さ
て
、
景
気
の
回
復
・
拡
大
が
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
私
達
、
地
方
の
中
小
企
業
者
に
と
り

ま
し
て
、
そ
の
実
感
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
現
実
で
あ
り
ま
す
。

　
景
気
回
復
が
日
本
の
す
み
ず
み
に
ま
で
行
き
渡
り
、
活
力
あ
る
日
本
経
済
を
築
き
あ
げ
る
に

は
、
な
ん
と
申
し
て
も
﹁
人
体
で
い
う
血
液
﹂
に
あ
た
る
、
我
々
中
小
企
業
者
の
元
気
溢
れ
る
旺

盛
な
活
動
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　
暑
い
日
々
が
続
き
ま
す
が
会
員
の
皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ご
健
康
に
留
意
の
う
え
、
流
し
た
汗
が

報
わ
れ
る
日
が
近
い
こ
と
を
信
じ
、
一
層
の
ご
奮
闘

を
ご
期
待
申
し
あ
げ
ま
す
。


　
　
　
　
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

会
長
　
宮

川

睦

武

会社法の改正により総会議事録及び会社法の改正により総会議事録及び
理事会議事録の作成方法が変わりました。理事会議事録の作成方法が変わりました。
会社法の改正により総会議事録及び
理事会議事録の作成方法が変わりました。

1．総会議事録について
  必要記載事項
①総会が開催された日時及び場所
②議事の経過の要領及びその結果
③出席した理事又は監事の氏名
④議長の氏名
⑤議事録作成に係る職務を行った理事の氏名
　なお、従来の記載事項（改正前組合法、団体法が準用していた旧

商法第244条第1項及び第2項及び定款規定）に基づき既に作成さ

れた議事録につきましては、「③出席した理事又は監事の氏名」中

の「監事の氏名」以外は改正規則に定める事項が記載されている

ものと考えられますので、総会議事録にあっては、記載事項であ

る「③出席した理事又は監事の氏名」に対応し、監事が出席してい

た場合には従来の議事録に監事の氏名を追加することが必要に

なります。

  作成例

（総会議事録）
平成○年度通常（臨時）総会議事録

○○○○協同組合
  1．招 集 年 月 日　平成○年○月○日
  2．開　催　日　時　平成○年○月○日　午前（後）○時○分
  3．開　催　場　所　山梨県○○○○　○○ホテル「○○の間」
  4．組　合　員　数　○人
  5．出席組合員数　○人（本人出席○人、委任状出席○人、書面出
　　　　　　　　　　席○人）
  6．出席理事の氏名　○○○○、○○○○、○○○○、○○○○、○
　　　　　　　　　　○○○
  7．出席監事の氏名　○○○○、○○○○、○○○○、○○○○、○
　　　　　　　　　　○○○
  8．議 長 の 氏 名　○○○○
  9．議事録の作成に係る職務を行った理事の氏名
　　　　　　　　　　○○○○、○○○○
11．定刻に至り司会者○○○○開会を宣し、続いて代表理事（理
事長）○○○○が挨拶した。司会者から本日の第○○通常総会
は定足数を満たしたので有効に成立する旨を告げたのち、議
長の選出について諮ったところ、満場一致をもって○○○○
が議長に選任された。続いて議長から挨拶ののち、議案の審議

に入った。
12．議事の経過の要領及びその結果（議案別の議決の結果、可決、否
決の別及び賛否の議決件数）

　第1号議案　平成○年度事業報告及び決算関係書類承認の件
　　　議長は、○○に内容を説明させた後、これを議場に諮ったと
ころ、満場異議なく原案のとおり承認された。
　以上をもって第○回通常（臨時）総会の議案全部の審議を終了
したので、議長は退任の挨拶を行い、司会者から閉会を告げ散会
した。
平成○年○月○日
　　　○○○○協同組合

議長理事　○○○○○　印
出席理事　○○○○○　印
出席理事　○○○○○　印
出席理事　○○○○○　印
出席理事　○○○○○　印

（注）　改正法により、出席理事の署名（又は記名押印）は不要となりまし

たが、定款の改正を行わない限り、議長及び出席理事の署名（又は押印）

が必要になるため、作成例では、議長及び出席理事の署名（又は記名押

印）を記載しています。

2．理事会議事録について
  必要記載事項
①理事会の議事の経過の要領及びその結果
②決議を要する事項について特別の利害関係を有する理事がある
ときは当該理事の氏名
③理事会に出席した理事又は監事の氏名
④議長の氏名
　従来の記載事項（改正前組合法、団体法が準用していた第260条

ノ4第1項及び第2項及び定款規定）に基づき既に作成された理事

会議事録については、「②決議を要する事項について特別の利害

関係を有する理事があるときは当該理事の氏名」以外は改正規則

に定める事項が記載されているものと考えられることから、この

事項に該当する場合は、その旨を追加記載することが必要になり

ます。

  作成例

（理事会議事録）
第○回理事会議事録

○○○○協同組合
  1．招 集 年 月 日　平成○年○月○日
  2．開　催　日　時　平成○年○月○日　午前（後）○時○分
  3．開　催　場　所　山梨県○○○○　○○ホテル「○○の間」
  4．理　事　総　数　○人
  5．出 席 理 事 数　○人（内、書面出席○人）
  6．出席理事の氏名　○○○○、○○○○、○○○○、○○○○、○
　　　　　　　　　　○○○
  7．出席監事の氏名
  　※出席監事がいる場合→○○○○、○○○○
  　　出席監事がいない場合→出席監事はいない
  8．議 長 の 氏 名　○○○○
  9．決議事項に特別の利害関係を有する理事の氏名
  　　※該当者がいる場合→第○号議案について○○○○
  　　　該当者がいない場合→該当する理事はいない
10．議事の経過の要領及びその結果（議案別の可決、否決の別及び
賛否の議決権数並びに賛成した理事の氏名及び反対した理事
の氏名）

　定刻に至り○○○○が選ばれて議長席につき理事会開会を宣し、
ただちに議事に入った。

　第1号議案　代表理事（理事長）、副理事長及び専務理事選任の件
　　　互選の結果、全員一致により次の者が･・･
　以上をもって議案（全部）の審議を終了したので、議長より閉
会を告げ散会した。

平成○年○月○日
　　　○○○○協同組合

議長理事　○○○○○　印
出席理事　○○○○○　印
出席理事　○○○○○　印
出席理事　○○○○○　印

（注）　理事会議事録については、出席した理事が署名又は記名押印を任意

に選択することができます。ただ、登記に関しては、商業登記法第148

条が準用され、同条により商業登記規則が適用されているため、理事会

決議によって代表理事を選定した際の議事録は、登記申請に際し出席

した理事及び監事は署名ではなく記名押印としておく必要があります。

　これは、代表理事の就任による変更の登記（同一人の退任と就任が

連続して行われる「重任」を含む。）の申請書には、議事録に押印した印

鑑について、市区町村長の作成した印鑑証明書を添付しなければなら

ないためです（商業登記規則第61条第4項）。

　平成18年5月1日に「会社法の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律」が施行され、「中小企業等協同組合法」及び「中小企業団体
の組織に関する法律」が改正され、総会議事録及び理事会議事録が主務省令（施行規則）の定めるところにより作成する事になりました。
　今後、この改正施行規則に基づく総会議事録及び理事会議事録の作成につきましては、下記の点にご留意ください。
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金 融 ア ラ カ ル ト

　前年同月比の各業界のDI値は、「製造業」では業界の景況がプラスに転じ、売上高も5ヶ月連続し
てプラス値を示しており、持ち直しの動きが続いている。
　「非製造業」においては業界の景況及び売上高がやや悪化したが、収益状況が回復傾向にあり、全
般的には回復の動きが見えつつあるといえる。
　しかし、個々のコメントから企業間格差が多くの業種で拡大していることが伺え、さらに原材料
の高騰、原油価格の高騰に伴う影響を直接受ける業界では、今後収益性の悪化が懸念され、今後景
気の回復感に陰りが出ることも予想される。

sデータから見た

業界の動き
山梨県中小企業団体中央会

情報連絡員報告
（平成18年6月分）

□
業
界
か
ら
一
言

■
景
気
回
復
の
波
に
乗
る
会
社
と

乗
れ
な
い
会
社
と
の
格
差
鮮
明

●
設
備
投
資
を
行
っ
た
者
と
行
え

な
い
者
と
の
間
に
受
注
量
に
大
き

な
格
差（
繊
維
工
業
）

●
設
備
投
資
が
活
発
な
液
晶
関
連

業
界
は
機
械
発
注
後
、完
成
ま
で
２

年
半
待
ち（
金
属
製
品
製
造
業
）

●
プ
ラ
ズ
マ
や
液
晶
テ
レ
ビ
な
ど

デ
ジ
タ
ル
映
像
関
連
家
電
が
好
調
、

全
出
荷
額
の
45
％
を
占
め
る
が
販

売
比
率
は
量
販
店
が
70
％
、地
域
小

売
店
が
30
％
と
格
差
が
大
き
い（
機

械
器
具
小
売
業
）

●
景
気
回
復
ム
ー
ド
が
高
ま
り
、高

価
格
帯
の
車
種
の
売
れ
行
き
好
調
、

軽
自
動
車
以
外
の
小
型
車
苦
戦（
自

動
車
小
売
業
）

●
新
規
競
合
店
が
オ
ー
プ
ン
し
た

こ
と
に
よ
り
、既
存
店
の
宿
泊
客
減

少︵
宿
泊
業
︶

■
原
油
価
格
、原
材
料
価
格
共
に
高

騰
の
影
響
を
受
け
、収
益
性
悪

化
●
製
造
に
か
か
る
燃
料
費
が
昨
年

に
比
べ
倍
増
、包
材
、ダ
ン
ボ
ー
ル
、

ア
ル
コ
ー
ル
、
そ
ば
粉
、
砂
糖
な
ど

値
上
げ
、小
売
価
格
に
転
換
で
き
ず
、

収
益
性
が
悪
化（
食
料
品
製
造
業
）

●
化
学
薬
品
や
重
油
を
多
く
使
う

織
物
整
理
・
染
色
会
社
の
加
工
賃
が

値
上
げ
さ
れ
る
懸
念
あ
り
。ま
た
ボ

タ
ン
類
、繊
維
製
品
材
料
の
値
上
げ

に
よ
り
収
益
性
が
悪
化（
繊
維
工
業

／
繊
維
製
品
製
造
業
）

●
用
紙
や
イ
ン
ク
の
値
上
が
り
を

懸
念
、先
行
き
に
不
安
感︵
印
刷
業
︶

●
金
、
銀
、
プ
ラ
チ
ナ
等
の
地
金
が

昨
年
度
対
比
で
1
・
5
倍
、

販
売
価
格
も
上
昇
し
て
お

り
、
消
費
マ
イ
ン
ド
低
下

傾
向（
貴
金
属
製
造
・
卸
売
）

●
燃
料
費
、
水
道
光
熱
費

が
増
加
し
収
益
性
が
悪
化
、

燃
料
の
利
用
量
の
低
下
に

よ
る
売
上
減
少（
食
料
品
・

自
動
車
・
石
油
小
売
業
）

●
各
種
部
品
、油
脂
類
単
価
上
昇
に

よ
り
収
益
性
悪
化（
自
動
車
整
備
・

道
路
貨
物
・
旅
客
運
送
業
）

□
ト
ピ
ッ
ク
ス

■
地
金
、鉄
鋼
な
ど
原
材
料
高
騰
、

さ
ら
に
非
鉄
金
属
は
需
給
の

逼
迫
か
ら
調
達
難

　
貴
金
属
製
造
業
及
び
宝
飾
品
卸

売
り
業
界
で
は
﹁
金
・
プ
ラ
チ
ナ
等

地
金
の
価
格
が
高
止
ま
り︵
昨
年
同

月
比
1
・
5
倍
︶
の
影
響
に
よ
っ
て

小
売
販
売
価
格
が
上
昇
、消
費
者
の

買
い
控
え
も
あ
り
、
受
注
量
低
下
、

生
産
量
を
調
整
し
て
お
り
、在
庫
量

も
低
下
し
て
い
る
﹂と
の
こ
と
。

　
機
械
器
具
製
造
業
界
で
は﹁
銅
は

前
月
と
対
比
し
て
85
円
／
㎏
値
上

が
り
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
20
円
／
㎏

値
上
が
り
、ス
テ
ン
レ
ス
は
来
月
80

円
／
㎏
値
上
が
り
す
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。材
料
メ
ー
カ
ー
は
日
常
的

に
販
売
す
る
先
を
優
先
と
し
て
材

料
供
給
を
行
っ
て
お
り
、材
料
調
達

に
お
い
て
は
完
全
な
売
り
手
市
場
、

材
料
調
達
が
で
き
ず
に
受
注
を
断

る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
受
注
す
る

機
械
器
具
の
販
売
価
格
に
材
料
費

の
上
昇
分
を
全
て
転
嫁
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
製
品
は
買
い
手
市
場
。

そ
の
狭
間
に
お
か
れ
、な
ん
と

か
経
営
を
安
定
さ
せ
る
た
め

に
利
益
確
保
を
考
え
て
は
い

る
が
、あ
ま
り
に
も
早
い
値
段

の
移
り
変
わ
り
と
材
料
調
達

が
困
難
な
こ
と
か
ら
、結
果
的
に
利

益
が
確
保
で
き
れ
ば
良
い
と
考
え

ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
状
、ま
と
も

な
商
売
を
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
﹂、

さ
ら
に
工
事
業
界
で
も﹁
工
事
に
か

か
る
鉄
や
木
材
が
高
騰
、鋼
材
は
バ

ブ
ル
期
以
上
の
高
値︵
Ｈ
鋼
は
８
万

円
／
ト
ン
︶
で
推
移
し
て
い
る
が
、

受
注
単
価
に
転
嫁
で
き
ず
、仕
事
は

あ
っ
て
も
収
益
が
好
転
し
な
い
﹂と

報
告
。

　
総
じ
て
原
材
料
の
高
騰
が
収
益

を
圧
迫
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
と

言
え
る
。

山梨県商工業
振興資金の
概要

セーフティネットの整備　
●経営支援緊急融資Ａ型・Ｂ型の継続実施　
　小規模企業者（常時雇用者20人（商業・サー

ビス業５人）以下）の資金繰りを支援するため、

無担保・第三者保証人不要で融資する経営支援

緊急融資Ａ型・Ｂ型について、継続実施する。

●資金繰り支援借換融資の継続実施　
　事業者の資金繰りを支援するため、県制度融

資の借換のための融資を継続実施する。

●売上減少事業者向けの緊急融資の継続実施
　経済状況の変化により業況に大きな影響を

受けた事業者のうち、売上減少事業者に向けた

臨時的融資を継続実施する。（経済変動対策融

資の経営安定化特別分）

●既往融資の条件変更措置の継続実施　
　経営の健全性を有し事業の再生が可能な者

について、２年以内の返済期間延長等を継続実

施する。

その他の主な制度融資　
●事業促進融資の実施
　合理化、近代化及び環境整備や企業体質の強

化を図ろうとする事業者に向けた融資を実施

する。

●経済変動対策融資（不況業種対策関係）の実施
　原油の高騰等により影響を受けている事業

者に向けた融資を実施する。

●地場中小企業育成資金
    製造業を主たる事業として営む事業者に向け

た融資を実施する。

融資に関しての御相談は・・・

●中小企業金融相談窓口

　　TEL.055-223-1554　

　　甲府市丸の内1-6-1　山梨県庁本館2Ｆ

●取扱金融機関

　　商工組合中央金庫、山梨中央銀行、

　　東京スター銀行

　　各信用金庫、各信用組合

●山梨県商工労働部商業振興金融課　
　　　　　金融担当　TEL.055-223-1538

130億円

平成18年度
商工業振興資金

総融資枠

業
界
の
声

情
報
連
絡
員
の

情

報

連

絡

員

連
雀
事
業
　
協
同
組
合
　

　
　
　
　
　
　
理
事
　

志
村
　
等 

氏

甲府市中央に位置する連雀通り

組
合
及
び
組
合
員
の
現
状
に
つ
い
て

？

　
当
組
合
は
、
甲
府
市
中
央
の
連
雀
通
り
に
事
務
所
を
置
く

卸
売
業
者
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
組
合
員
の
大
半
を
占
め
る

繊
維
製
品
卸
業
者
を
中
心
に
県
内
小
売
業
者
を
顧
客
と
し
た

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
、
県
外
の
大
手
量
販

店
等
が
多
数
山
梨
に
進
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、
顧
客
で
あ
る

小
売
業
者
が
次
々
と
倒
産
し
、
組
合
員
の
現
状
は
非
常
に
厳

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
こ
数
年
は
原
油
価
格
や
金
属
の
急
速
な
高
騰

に
よ
り
仕
入
れ
原
価
が
急
速
に
値
上
が
り
し
、
そ
れ
を
卸
販

売
額
に
転
嫁
で
き
な
い
た
め
、
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
内
で
は
大
手
と
言
わ
れ
て
い
た
小
売
業
者
の
状

況
も
県
外
資
本
に
押
さ
れ
て
厳
し
い
状
況
を
強
い
ら
れ
て
い

ま
す
。

今
後
、組
合
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
は

？

　
大
手
量
販
店
の
進
出
に
よ
っ
て
地
元
小
売
業
者
が
苦
境
に

立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、古
く
か
ら
山
梨
県
を
支
え
て

き
た
の
は
間
違
い
な
く
県
内
に
根
付
い
た
地
元
業
者
で
あ
り
、

そ
れ
を
支
え
る
こ
と
が
卸
業
者
と
し
て
の
大
き
な
役
割
で
あ

り
、当
組
合
が
一
番
力
を
入
れ
る
べ
き
事
で
す
。

　
ま
た
、
組
合
と
し
て
連
雀
通
り
を
活
性
化
さ
せ
る
よ
う
な

P
R
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

趣
味
は

？

　
若
い
頃
は
ゴ
ル
フ
を
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
健

康
の
た
め
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。

　県内中小企業者の金
融の円滑化を促進し、もって経営の安定、体
質強化、地場産業の振興、組合活動の強化、研
究開発企業の育成、労働力確保及び行政諸施
策の促進を図るため４資金16融資を設け、
金融機関の協調を得て、年利1.9％（保証付
き1.6％）～2.4％（保証付き2.1％）の低利で
長期の融資を実施している。

収益状況
2005年6月

景況感
2005年6月

売上高
2005年6月

2006年6月 2006年6月2006年6月

減少
50% 不変

38%

増加
12%

悪化
46% 不変

48%

好転
6%

悪化
58%

不変
36%

好転
6%

減少
30%

不変
48%

増加
22% 悪化

30%

不変
62%

好転
8%

悪化
34%

不変
56%

好転
10%
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中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

　
７
月
12
日
︵
水
︶
、
協
同
組

合
国
母
工
業
団
地
工
業
会︵
飯

田
章
雄
理
事
長
︶
は
、
国
母

工
業
団
地
内
の
国
母
公
園

に
お
い
て
県
及
び
関
係
市
町
、

団
体
等
の
来
賓
を
迎
え
、
恒

例
の
第
32
回
夏
ま
つ
り
を

開
催
し
た
。

　
こ
の
夏
ま
つ
り
は
、
団
地

内
の
各
社
が
夏
休
み
に
入

る
前
の
こ
の
時
期
に
、
社
員

や
家
族
ら
を
対
象
に
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
。
当
日
も

梅
雨
の
中
の
曇
り
空
と
あ

っ
て
、
天
候
を
心
配
し
な
が

ら
の
開
催
と
な
っ
た
が
、
開

会
に
あ
た
り
飯
田
理
事
長

は
﹁
過
去
31
回
開
催
し
て
い
る
中
で
、
雨
に
降
ら
れ
た
こ
と
は
一
度
も

な
い
。
今
日
も
雨
は
心
配
せ
ず
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
﹂
と
主
催

者
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
参
加
者
も
曇
り
空
を
吹
き
飛
ば
す
盛
り
上
が

り
を
見
せ
て
い
た
。

　
会
場
内
に
は
団
地
入
居
の
各
企
業
が
焼
き
そ
ば
、
カ
キ
氷
、
や
き
と

り
な
ど
の
屋
台
や
、

金
魚
す
く
い
、
輪
投

げ
で
お
も
ち
ゃ
が
当

た
る
ゲ
ー
ム
な
ど
の

模
擬
店
が
並
び
、
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
は
各

社
代
表
に
よ
る
﹁
カ

ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢
﹂
、

家
具
や
電
気
製
品
等

多
数
の
賞
品
が
用
意

さ
れ
た
﹁
ラ
ッ
キ
ー

く
じ
抽
選
﹂
の
イ
ベ

ン
ト
や
ゲ
ス
ト
を
迎

え
て
の
﹁
爆
笑
も
の

ま
ね
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
﹂

が
行
わ
れ
、
会
場
に

詰
め
か
け
た
約
２，

０
０
０
人
の
来
場
者

を
楽
し
ま
せ
て
い
た
。

魚
は
健
康
食
品

第
32
回
夏
ま
つ
り
開
催

18
年
度
通
常
総
会
と
労
働
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

就
業
規
則
整
備
支
援
の
相
談
事
業
な
ど
事
業
計
画
を
決
議

山梨県水産物商業協同組合

協同組合国母工業団地工業会

山梨県中小企業労務改善団体連合会

講習を行なう加藤里美氏

TOPICS

TOPICS

TOPICS
分　類 主な種類

 
浮魚類

 いわし・さば・あじ・にしん・かつお・
魚類  まぐろ・さけ・ます

 底魚類 かれい・ひらめ・まだい・たら

貝類
  あわび・さざえ・はまぐり・かき・

  あさり・ほたてがい

頭足類 いか・たこ

甲殻類
 いせえび・くるまえび・たらばがに・

  ずわいがに・がざみ

棘皮類 うに・なまこ

藻類  のり・わかめ・こんぶ・てんぐさ

　
６
月
29
日
中
小
企
業
団
体
中
央
会

研
修
室
に
お
い
て
、
山
梨
県
中
小
企
業

労
務
改
善
団
体
連
合
会
︵
大
宮
山
磐
会

長
︶は
、平
成
18
年
度
通
常
総
会
を
行
い
､

講
習
会
の
開
催
を
は
じ
め
、
11
月
に
開

催
す
る
活
力
あ
る
職
場
づ
く
り
推
進

運
動
山
梨
県
大
会
、
連
合
会
財
政
基
盤

強
化
の
た
め
の
共
済
業
務
提
携
事
業

及
び
リ
サ
イ
ク
ル
ト
ナ
ー
活
用
推
進

事
業
の
実
施
な
ど
に
つ
い
て
決
議
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
よ
り
山
梨
県
か
ら
委

託
を
受
け
て
実
施
し
て
い
る﹁
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
事
業
﹂を
連
合

会
の
中
心
事
業
と
し
て
引
き
続
き
実
施
す
る
。

　
こ
の
事
業
で
は
、就
業
規
則
の
整
備
、労
務
相
談
を
中
心
に
、講
習
会

の
開
催
と
専
門
家
の
派
遣
に
よ
る
個
別
相
談
を
行
う
こ
と
か
ら
、会
員

事
業
所
へ
の
積
極
的
な
活
用
を
呼
び
掛
け
た
。

　
総
会
終
了
後
に
は
、社
会
保
険
労
務
士
の
加
藤
里
美
氏
を
講
師
に
招

き
、﹁
是
正
勧
告
か
ら
学
ぶ
労
務
管
理
﹂〜
知
っ
て
得
す
る
事
例
と
対
策

〜
を
テ
ー
マ
に
、労
働
セ
ミ
ナ
ー︵
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
事
業
講
習

会
︶を
開
催
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、最
近
、大
手
企
業
で
も
摘
発
が
目
立
つ
、残
業
・
休
日

出
勤
等
の
法
定
時
間
外
労
働
の
扱
い
や
時
間
外
手
当
の
算
出
方
法
等
、

留
意
点
に
つ
い
て
の
解
説
や
、是
正
勧
告
書
を
参
考
に
経
営
者
が
特
に

留
意
す
べ
き
労
務
管
理
上
の
課
題
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　
加
藤
氏
は
、高
齢
者
雇
用
安
定
法
等
、労
働
基
準
法
の
改
正
が
頻
繁
に

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

従
業
員
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る

前
に
、
就
業
規
則
の
見
直
し

と
規
定
の
作
成
整
備
に
つ
い

て
改
め
て
考
え
て
欲
し
い
。

　
ま
た
、
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然

に
防
ぐ
観
点
か
ら
、
監
督
署

へ
の
提
出
義
務
が
な
い
従
業

員
９
人
以
下
の
事
業
所
に
つ

い
て
も
、
就
業
規
則
の
作
成

整
備
を
是
非
、
行
っ
て
欲
し

い
と
語
っ
た
。

　
労
務
改
善
団
体
連
合
会
で

は
、
こ
う
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を

本
年
度
２
回
計
画
し
て
い
る
。

●海でとれる主な水産物

　
中
央
会
の
業
界
景
況
情
報
を

ご
提
供
い
た
だ
い
て
い
る
中
に

外
国
の
魚
食
が
進
み
輸
入
が
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
確
か
に

昭
和
の
中
頃
か
ら
新
鮮
な
魚
が

店
頭
に
並
び
は
じ
め
、
最
近
で

は
見
た
こ
と
も
な
い
近
海
魚
も

店
頭
に
並
ぶ
こ
と
が
あ
る
一
方
、

調
理
法
を
知
ら
な
い
人
達
も
増

え
て
い
る
そ
う
な
の
で
、
こ
の

組
合
の
事
務
所
に
お
邪
魔
し
て

最
近
の
魚
事
情
を
内
藤
理
事
長

さ
ん
、
浅
尾
事
務
長
さ
ん
に
お

伺
い
し
ま
し
た
。
端
緒
は
新
聞
を
賑
わ
せ
た
マ
イ
ワ
シ
の
値
段
で
す
。

庶
民
の
魚
マ
イ
ワ
シ
の
資
源
量
が
﹁
極
少
の
水
準
﹂
と
な
っ
て
、
平
成

17
年
に
﹁
禁
漁
﹂
と
騒
動
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
が
原
因
で
、
小
売
価
格

は
１
尾
1,
2
0
0
円
︵
2
0
0
6
年
5
月
築
地
市
場
︶
と
組
合
員
の

店
頭
に
並
べ
て
も
商
売
に
な
ら
な
い
と
の
こ
と
で
す
。　

　
外
国
で
の
魚
食
化
の
話
題
で
は
、食
生
活
の
欧
米
化
に
と
も
な
い
高

齢
者
の
脳
梗
塞
、虚
血
性
心
臓
疾
患
な
ど
の
循
環
器
疾
患
の
罹
患
率
が

増
加
し
て
い
て
、
健
康
に
老
い
る
た
め
に
日
本
型
食
生
活
、
魚
食
文
化

の
良
さ
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
重
要
と
す
る
問
題
と
、根
は
ひ
と
つ
の

話
題
で
す
。
科
学
的
に
立
証
さ
れ
て
い
る
点
は
■
魚
食
に
よ
る
脳
梗

塞
、虚
血
性
心
臓
疾
患
な
ど
の
循
環
器
疾
患
の
予
防
作
用
は
魚
油
の
血

液
凝
固
抑
制
作
用
と
魚
タ
ン
パ
ク
質
の
線
溶
系
活
性
化
作
用
の
複
合

的
作
用
。
■
食
品
の
機
能
性
は
、
食
品
に
含
ま
れ
る
い
ろ
い
ろ
な
機
能

性
成
分
の
複
合
的
作
用
で
初
め
て
発
揮
さ
れ
る
。■
日
本
型
食
生
活
は

豊
富
な
食
素
材
を
組
み
合
わ
せ
、

い
ろ
い
ろ
な
調
理
法
で
色
、
形
、
味

を
楽
し
む
文
化
で
あ
り
、
か
つ
食

品
の
機
能
性
を
有
効
に
発
揮
さ
せ

る
知
恵
で
あ
っ
て
中
で
も
魚
介
藻

類
は
日
本
人
の
健
康
の
維
持
に
重

要
な
食
素
材
で
あ
る
。
と
い
う
結

論
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
す
。

　
お
読
み
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

ぜ
ひ
今
夜
の
食
材
を
求
め
に
お
近

く
の
組
合
員
の
﹁
魚
屋
﹂
さ
ん
を
尋

ね
て
あ
な
た
の
健
康
に
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。

高級魚と化したマイワシ

多くの来場者で賑わいを見せた

参加者は時間外労働の扱いについて熱心に聴講した

多数の来賓も訪れて開催を祝った



第三種郵便物認可　平成18年８月１日（火曜日）中小企業タイムズ（5）

組合事務局Hello!Hello!

●山梨県板金工業組合山梨県板金工業組合は、昨年山梨県板金工業組合は、昨年6月に石和町に組合事務所を移転。月に石和町に組合事務所を移転。
それまでの賃貸マンションからそれまでの賃貸マンションから
広い駐車場と会議室もある事務所になったことで、広い駐車場と会議室もある事務所になったことで、
組合員が気軽に立ち寄れる場となり、組合員が気軽に立ち寄れる場となり、
組合の活性化に思わぬ効果を上げている。組合の活性化に思わぬ効果を上げている。
今回はそんな明るく活気あふれる事務所で今回はそんな明るく活気あふれる事務所で
千野専務理事と事務局の小俣さんのお二人にお話を伺いました。千野専務理事と事務局の小俣さんのお二人にお話を伺いました。

山梨県板金工業組合は、昨年6月に石和町に組合事務所を移転。
それまでの賃貸マンションから
広い駐車場と会議室もある事務所になったことで、
組合員が気軽に立ち寄れる場となり、
組合の活性化に思わぬ効果を上げている。
今回はそんな明るく活気あふれる事務所で
千野専務理事と事務局の小俣さんのお二人にお話を伺いました。

Hello!

事務局専務理事：事務局専務理事：千野勝彦千野勝彦さんさん
事務局：事務局：小俣光子小俣光子さんさん

事務局専務理事：千野勝彦さん
事務局：小俣光子さん

設立／平成3年7月26日

所在地／笛吹市石和町東高橋192

理事長／宮川長光

組合員数／86人　職員数／1人　

出資金／1,420千円

TEL／055-261-7727　

FAX／055-261-7728

　
　
組
合
の
活
動
は
？

千
野
専
務（
以
下（
千
））‥
板
金
工
事
の
責
任
施
工
保
証
︵
10
年

間
︶
事
業
、
基
幹
技
能
者
育
成
や
安
全
衛
生
対
策
の
た
め
の
各
種

研
修
や
講
習
の
開
催
、
板
金
工
事
資
材
の
販
売
斡
旋
を
中
心
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
事
務
局
で
は
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
？

小
俣
さ
ん（
以
下（
小
））‥
経
理
、
一
般
事
務
の
ほ
か
、
毎
月
開
催

し
て
い
る
定
例
理
事
会
や
各
種
講
習
会
、
研
修
会
の
準
備
や
運

営
補
助
な
ど
で
す
。
４
月
か
ら
は
パ
ソ
コ
ン
会
計
も
導
入
し
、
事

務
処
理
の
合
理
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
事
務
局
と
し
て
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

（
小
）‥
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
お
役
に
立
て
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
明
る
く
立
ち
寄
り
や
す
い

事
務
所
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
組
合
員
と
親
し
く
な
る
た
め
に
、
各
支
部
の
定
例
会
な
ど
に

も
進
ん
で
出
席
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
事
務
局
で
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
？

（
小
）‥
５
月
に
和
歌
山
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
建
築
板
金
業
者

大
会
の
２
泊
３
日
の
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

楽
し
い
旅
行
が
で
き
た
だ
け
で
な
く
、
参
加
者
全
員
と
親
し
く

な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
役
員
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
組
合
員
さ
ん
も
差
し
入
れ
を
持
っ

て
事
務
所
に
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
頂
く
こ
と
も
多
く
、
事
務
局

職
員
と
し
て
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

　
組
合
に
入
っ
て
丸
１
年
経
過
し
、
仕
事
に
面
白
み
が
出
て
き

ま
し
た
。
少
し
余
裕
も
出
て
き
ま
し
た
の
で
、
中
央
会
の
講
習
会

に
参
加
す
る
な
ど
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
　
事
務
局
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
？

（
小
）‥
組
合
事
務
局
と
し
て
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、そ
ん
な
時
、中
央
会
に
相
談
す
る
と
解
決
で
き
ま
す
。

た
よ
り
に
し
て
ま
す
。︵
笑
︶

　
　
趣
味
は
？

（
小
）‥
好
き
な
曲
を
ｉ
P
o
d
で
聞
き
な
が
ら
ド
ラ
イ
ブ
す
る

こ
と
で
す
。
県
内
各
地
に
あ
る
組
合
員
さ
ん
の
事
業
所
に
行
け

る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

　
　
最
後
に
ひ
と
こ
と

（
千
）‥
昨
年
移
転
し
た
事
務
所
を
拠
点
と
し
て
、
執
行
部
、
組
合

員
、
事
務
局
一
丸
と
な
っ
て
組
合
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

８
月
に
は
組
合
員
に
出
労
し
て
も
ら
っ
て
、
事
務
所
の
リ
フ
ォ

ー
ム
を
し
ま
す
。
ま
た
、
秋
に
は
組
合
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
た
め
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
は
、
山
梨
県
で
全
国
建
築
板
金
業
者
大
会
を
開
催
し

た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
検
討
も
は
じ
め
ま
し
た
。

組
合
の
事
業
予
算
や
組
合
員
数
は
多
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、

新
し
い
事
務
所
と
明
る
い
事
務
局
職
員
を
得
て
、
組
合
員
の
団

結
の
も
と
、
組
合
運
営
の
活
性
化
と
組
合
員
事
業
所
の
発
展
に

邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

QQQ QQQQ

新しい拠点で組合の活力アップ新しい拠点で組合の活力アップ新しい拠点で組合の活力アップ

StudyroomStudyroomStudyroom

事業利用分量配当金

Q
A

　当組合は組合事業として、共同購入事業を実施しています。

　このたび決算において、当該事業について剰余金が計上でき

ましたので、利用分量配当を実施したいと思いますが、税法上の

取扱いや留意点について教えてください。

　協同組合における配当の形態には、出資配当のほかに利用分

量配当と従事分量配当があります。

　協同組合における従事分量配当は、農事組合法人等がする場

合に限定されており、広く一般的に取り上げられるのが利用分

量配当です。

　協同組合等が、組合事業の利用分量に応じて実施する剰余金の分配につ

いて、その概要と留意点を説明します。

　税務上、協同組合等が各事業年度において支出する次の金額は、当該事業

年度の所得の金額の計算上、損金の額に算入することになっています。

(1)　その組合員その他の構成員に対しその者が当該事業年度中に取り扱

った物の数量、価格その他その協同組合等の事業を利用した分量に応じ

て分配する金額

(2)　その組合員その他の構成員に対しその者が当該事業年度中にその協

同組合等の事業に従事した程度に応じて分配する金額

　組合員における利用分量配当金は、組合員が組合に支払った事業取扱

手数料等の割戻しに相当するもので、組合決算に当っては、これを剰余金

処分案の中に計上し、総会の承認を受けることとなっています。

　利用分量配当を行うためには、事業別損益計算が実施されていることが

必要で、一つの事業についての利用分量配当はその事業によって生じた利

益の範囲内において、組合と組合員との取引の量に応じて分配することが

必要です。

　法人税法上、利用分量配当は損金の額に算入することとなっていますが、

損金算入ができる分配は、その剰余金が組合と組合員との取引及びその取

引を基礎として行われた取引により生じた剰余金からなる部分の分配に限

られるので、固定資産の処分等による剰余金や組合事業であっても組合員

の利用がないと認められる事業（自営事業）から生じた剰余金のように組合

員との取引に基づかない取引による剰余金の分配は、これに該当しないこ

ととなります。この利用分量配当に該当しない剰余金の分配は、組合員に対

する出資配当金に該当します。

　従って、損金算入の適用を受けるためには、組合員との取引によって生じ

た剰余金と、そうでない剰余金とを区分する必要があり、会計上明確に区分

されていないと適用が受けられないことがあるので注意しなければなりま

せん。
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　このコーナーは、山梨大学の先生とその研究を紹介することで、「地元大学と中小企業の橋渡しのきっかけになれば」と企画されたものです。
　紹介にあたっては、中央会の職員が大学の研究室におじゃまし、できるだけ分かり易い言葉で記事を書くようにしています。そのため、研究内容が正確に伝
わらない場合がありますが、ご容赦下さい。

山梨大学　研究室訪問 第７回

ただいま、研究ただいま、研究中!ただいま、研究中!
次世代の電子素材を探す
～単結晶の特性と製造技術の研究～

●単結晶を利用した技術に関する問題や結晶の加工・分析評価などについてのご相談がありましたら、
　山梨大学･知的財産本部（TEL：055-220-8755，FAX：055-220-8757）までお気軽にご連絡下さい。

田中　功先生
（工学部付属 クリスタル科学研究センター　教授）

あいさつする
宮川会長

選
任
さ
れ
た
正
副
会
長

■結晶という言葉で思い浮かべるのは宝石ですが。
　結晶とは、原子が規則的に並んだ固体の状態のこと

で、単結晶と多結晶の２つがあります。単結晶はどの

方向からも規則的に並んだ欠陥や不純物のない状態

の結晶体で、ダイヤモンドやルビーなどの宝石は自然

にできた鉱物の単結晶の代表です。また、半導体とし

て使われているシリコンウェハはケイ素(Si)を主材料

として人工的に作られた単結晶体です。一方、多結晶

は全体が複数の結晶粒からできていて、単結晶ように

は規則的に並んでいないもので、金属などがこれにあ

たります。

■単結晶の研究とはどのようなものですか。
　単結晶は、「異方性（＝取り扱う方向によって物質の

性質や特性が異なること）」という他の物質（多結晶）

にはない性質を持っています。この「異方性」を利用し

て、電流・光・磁気などを最も効率よく高い精度で制御

するための素材として単結晶は様々な使われ方をし

ています。

　例えば、ランタン系酸化物超伝導体の単結晶は、縦

方向には絶縁性（電気を流さない性質）を示し、横方向

には導電性（電気を流す性質）を示すという性質をも

っています。この性質を利用すると、単結晶に電圧と

磁場を掛けることによりTHz（テラヘルツ＝1012Hz，1

秒間に1兆回の振幅）の電波帯の電磁波を発生させる

ことが出来ます。

　身近なところでは、携帯電話の通信は、GHz（ギガヘ

ルツ＝109Hz、1秒間に10億回の振幅）の電波帯を使っ

ていますが、この通信をコントロールする周波数フィ

ルター（電波を選別するための素子）として、ニオブ酸

リチウム(LiNbO3)や、タンタル酸リチウム(LiTaO3)

などの単結晶が使われています。また、酸化チタン

(TiO2)の単結晶はIT技術に欠かせない光ファイバー

ケーブルの中継素子として、光信号のノイズを抑制す

るという重要な役割を担っています。

　現在は、それぞれの単結晶がどのような特性を持っ

ているのかという基礎的な研究と、できるだけ品質の

高い大きな単結晶を作るための技術の研究を行って

います。

■単結晶はどのようにして作るのですか。
　単結晶の製造方法として「浮遊帯域溶融法（FZ法）」

という方法があります。この方法は、単結晶になる原材

料にハロゲンランプの光を集中させることで1,000℃

以上の高温で溶かした上で、単結晶の生成にあわせて

少しずつ引き下げるような製造方法です。この方法に、

ガスで圧力を加えたり強力な磁力を与えたりしながら、

大型で高品質な単結晶を合成するための方法を研究

しています。

　最近の研究により、5気圧に加圧した酸素を供給す

ることにより透過率が高くひずみの少ない酸化チタ

ン(TiO2)の単結晶を作る製造方法を確立し、特許申請

しました。

■電子部品の性能アップのために必要な素材です。
　現在、携帯電話の周波数フィルターとして使われて

いるニオブ酸リチウムやタンタル酸リチウムなどは、

30年前から知られていました。しかし、周辺技術の開

発を含めて30年以上かかってようやく携帯電話とし

て実用化されました。

　現在研究しているランタン系酸化物超伝導体(La2-x

SrxCuO4)は、THz（テラヘルツ＝ギガヘルツの1,000倍）

の電波帯の電磁波を発振できる単結晶です。

　この単結晶を使えば、現在の1,000倍以上の広い電

波帯を利用できたり、超高速コンピュータ用の信号素

子を作るための技術的問題点の一つが解決できます。

　小型化・高性能化が進む電子技術分野において、電流・

光・磁気を効率よく高精度に制御できる単結晶の特性

の研究と、高純度・大型・量産のための製造方法の研究

は、将来のために必要不可欠な研究テーマです。

会　長　深　沢　紗世子　山梨県トラック事業協同組合

　　　　中　込　成　子　山梨県型枠工事協同組合

　　　　横　打　時　子　山梨県レッカー事業協同組合

副会長
　矢　澤　ひろ子　山梨県食品工業団地協同組合

　　　　小田切　禎　子　社会福祉法人　千歳会

　　　　土　橋　悦　子　山梨相互振興協同組合

　　　　向　井　洋　子　山梨県トラック事業協同組合

　　　　内　藤　安　美　内藤家具インテリア工業㈱

理　事　早　野　文　子　欽明事業協同組合

　　　　鶴　田　照　子　山梨県電気工事工業組合

　　　　田　中　良　子　山梨県時計宝飾眼鏡商業協同組合

　　　　高　野　孝　江　山梨県中小建設業協同組合

　　　　山　下　多加祢　山梨県宅建事業協同組合

理　事
　星　　　ちえ子　㈲ぱるプランニングシステム

　　　　坂　本　千　鶴　山梨県自動車整備商工組合

　　　　藤　田　綾　子　山梨県化粧品小売協同組合

　　　　古　谷　和　子　山梨県化粧品小売協同組合

　　　　堀　野　とみえ　アリコジャパン甲府支店

監　事
　高　村　文　代　山梨県レッカー事業協同組合

　　　　猪　股　美　香   山梨県自動車整備振興会

平成18年度通常総会を開催

●中央会女性部会

単結晶の製造実験をする「浮遊帯域溶融装置」

　
中
央
会
女
性
部
会︵
深
沢
紗
世
子

会
長
︶は
、7
月
13
日
、中
巨
摩
郡
昭

和
町
﹁
ア
ピ
オ
甲
府
﹂
に
お
い
て
平

成
18
年
度
の
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

宮
川
中
央
会
会
長
が﹁
女
性
の
パ
ワ

ー
と
前
向
き
さ
が
企
業
経
営
を
向

上
さ
せ
、業
界
の
活
性
化
に
も
繋
が

っ
て
い
る
。ま
す
ま
す
情
報
交
換
や
交
流
を
深
め
、女
性
部
の
発
展
を
望

む
。﹂と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。来
賓
と
し
て
、山
梨
県
商
工
労
働
部
商
工
総

務
課
　
花
形
俊
雄
課
長
が
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　
昨
年
度
の
事
業
報
告
や
今
年
度
の
事
業
計
画
等
が
決
定
さ
れ
た
。重
点

事
業
と
し
て
、昨
年
開
設
し
た
女
性
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
組

合
女
性
部
や
企
業
・
グ
ル
ー
プ
の
情
報
発
信
の
場
と
し
て
充
実
を
図
る
他

に
、﹁
県
大
会
﹂を
来
年
2
月
14
日
に
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
ま
た
、今
年
度
は
、役
員
改
選
期
に
あ
た
り
次
の
と
お
り
選
任
さ
れ
、そ

れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。

　
役
員
一
同
、中
小
企
業
経
営
に
女
性
の
力
が
よ
り
一
層
発
揮
で
き
る
よ

う
女
性
部
会
事
業
の
充
実
と

会
員
の
拡
大
強
化
を
誓
っ
た
。

　
総
会
終
了
後
、
テ
ィ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
会
員
相
互

の
親
睦
を
図
っ
た
。
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ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
だ
よ
り

ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
だ
よ
り

job support

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」三
題

　
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
山
梨
を
開
始
し
て
以
来
、求
職
者
の
就
職
が
決
定
す

る
た
び
に「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」と
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
て
き
た

が
、筆
者
の「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」に
ま
つ
わ
る
話
を
3
つ
。

■
10
代
の
お
め
で
と
う

　
高
校
時
代
の
こ
と
だ
。中
学
時
代
の
恩
師
に
議
事
堂
前
の
バ
ス
停
で
、

ば
っ
た
り
お
会
い
し
た
。私
を
見
つ
め
つ
つ﹁
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。﹂

と
両
手
を
ひ
ざ
に
つ
か
れ
て
頭
を
下
げ
ら
れ
た
。思
わ
ず﹁
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。﹂と
言
い
そ
う
に
な
り
口
ご
も
っ
た
。は
て
、何
が
め
で
た

い
の
だ
ろ
う
。今
日
は
私
の
誕
生
日
か
？
い
や
恩
師
が
私
の
誕
生
日
を
知

っ
て
い
る
わ
け
は
な
い
。で
は
│
│
、返
答
に
困
っ
て
恩
師
の
顔
で
は
な

く
、禿
頭
を
見
下
ろ
し
て
い
た
。め
で
た
さ
の
真
意
を
問
い
か
け
よ
う
と

す
る
が
、め
で
た
い
意
味
が
分
か
ら
ず
頭
は
パ
ニ
ッ
ク
、目
は
う
つ
ろ
。そ

の
窮
状
を
察
し
て
か
、恩
師
の
ギ
ョ
ロ
目
が
い
ぶ
か
し
が
る
。中
学
時
代

は
さ
ん
ざ
ん
叱
ら
れ
て
き
た
が
、高
校
生
に
な
っ
て
ま
た
叱
ら
れ
る
の
は

不
本
意
だ
が
し
ょ
う
が
な
い
。
エ
ー
イ
、
覚
悟
を
決
め
て
問
い
返
し
た
。

﹁
先
生
、一
体
、何
が
お
め
で
た
い
の
で
す
か
。﹂そ
の
途
端
、恩
師
の
ギ
ョ

ロ
目
に
火
が
つ
い
た
。﹁
小
ば
か
ア
、今
日
は
小
正
月
だ
！
﹂。

■
20
代
の
お
め
で
と
う

　
大
学
時
代
、長
野
県
出
身
の
Ｍ
代
議
士
事
務
所
に
出
入
り
し
て
い
た
。

安
価
な
国
会
内
で
の
食
事
や
図
書
館
は
学
生
に
と
っ
て
は
あ
り
が
た
か

っ
た
。あ
る
と
き
、長
野
に
帰
る
途
中
に
甲
府
周
辺
の
散
策
を
し
た
い
と

い
う
秘
書
さ
ん
と
駅
の
ホ
ー
ム
で
待
ち
合
わ
せ
た
。予
定
の
時
間
に
電
車

が
着
い
て
、ニ
コ
ニ
コ
顔
で
降
り
て
き
た
。そ
し
て﹁
こ
の
た
び
は
、お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
﹂
再
び
﹁
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
﹂
と
言
い
つ

つ
、中
学
時
代
の
思
い
出
が
蘇
っ
た
。頭
の
中
が
錯
綜
し
始
め
た
。今
日
は

小
正
月
か
？
で
も

”こ
の
た
び
“
と
い
わ
れ
た
が
、今
回
は
一
体
何
だ
ろ

う
。返
答
を
し
か
ね
て
棒
立
ち
の
私
を
、色
黒
で
恐
持
て
す
る
顔
が
ジ
ィ

ー
と
覗
い
て
い
る
。ま
ず
い
！
と
っ
さ
に﹁
何
が
め
で
た
い
の
で
す
か
。﹂

そ
の
途
端
、眉
毛
が
ピ
ク
リ
と
動
い
た
。﹁
知
ら
ん
の
か
、お
前
の
母
校
が

宿
敵
明
治
に
勝
っ
た
の
を
!!
﹂ラ
グ
ビ
ー
の
話
だ
っ
た
。

■
30
代
の
お
め
で
と
う


同
僚
の
M
君
が
意
味
あ
り
げ
な
顔
を
し
、受
話
器
の
通
話
口
を
片
手
で

押
さ
え
な
が
ら
右
手
小
指
を
立
て
て
い
る
。﹁
お
電
話
で
す
。女
性
か
ら
で

す
が
奥
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。声
か
ら
す
る
と
、と
て
も
美
人
そ
う
な
人

で
す
。﹂奥
様
で
は
な
い
、と
い
う
と
こ
ろ
を
ヤ
ケ
に
強
調
し
て
い
る
。﹁
ベ

ラ
ボ
ー
メ
、声
だ
け
で
美
人
か
ど
う
か
分
か
っ
て
た
ま
る
か
。﹂M
君
は
電

話
の
や
り
取
り
に
関
心
が
あ
る
か
の
よ
う
に
、耳
を
ダ
ン
ボ
に
し
て
擦
り

寄
っ
て
く
る
。そ
の
受
話
器
を
奪
い
と
る
や
否
や﹁
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。あ
な
た
様
が
海
外
旅
行
に
当
選
し
ま
し
た
ァ
!!
﹂。と
て
も
明
る
く

美
人
そ
う
な
女
性
が
、上
ず
っ
た
声
で
祝
福
し
て
く
れ
て
い
た
。念
の
た

め
、確
認
を
入
れ
て
み
た
。﹁
何
が
め
で
た
い
の
で
す
か
。﹂﹁
海
外
旅
行
で

す
よ
。海
外
旅
行
ォ
!
全
国
の
中
か
ら
あ
な
た
様
が
当
選
し
た
の
で
す
。﹂

明
る
く
弾
ん
だ
声
は
、と
て
も
よ
い
心
持
に
さ
せ
て
く
る
。倍
率
が
高
い

の
に
運
が
よ
か
っ
た
と
繰
り
返
す
。頭
の
中
は
完
全
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
。﹁
う

ー
ん
い
い
話
だ
ね
ぇ
﹂続
き
を
言
い
か
け
た
の
を
さ
え
ぎ
っ
て﹁
そ
う
で

し
ょ
う
、と
こ
ろ
で
英
会
話
は
大
丈
夫
で
す
か
。今
回
は
特
別
サ
ー
ビ
ス

で
英
会
話
の
教
材
セ
ッ
ト
を
50
万
円
で
提
供
し
ま
す
。﹂

　
お
陰
さ
ま
で
、40
代
以
降
は「
お
め
で
と
う
」の
真
意
を
理
解
で
き
る
レ
 

 

　
ベ
ル
に
は
成
長
し
た
。
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中
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求
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活
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援
助
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︶
















ジ
ョ
ブ
サ
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ー
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　当連盟では、平成18年度の新規事業として、本県の観光・物産
の振興や誘客の促進を図るため、会員やその構成員等が実施する
「先進的取組事業」や「首都圏における誘客促進及び県産品販路開
拓事業」の円滑な促進を図るべく、補助金を交付することといた
しましたので、積極的なご活用をお願いいたします。

各制度の概要
（1）先進的取組事業補助金
※「交流の舞台づくり」「もてなしの向上」「販路の拡大」等のた
めに、新規に取り組む創造的で、画期的な事業に補助します。
（事業費の1/2以内で、15万円を上限に補助）

（2）首都圏における誘客促進及び県産品販路開拓事業補助金
※新規に「富士の国やまなし館」の特別企画コーナーを利用し、
観光PRや県産品販路開拓事業等にチャレンジする会員に
補助します。（3万円を上限に2回まで補助）

お問い合わせ先
　なお、各制度の詳しい内容につきましては、下記までお問い合
わせいただくか、観光物産連盟ホームページでご確認願います。
（社）山梨県観光物産連盟　業務課　
　Tel.055-231-2722 Fax.055-221-3040
　URL http://www.yamanashi-kankou.jp/renmei/
　（1）先進的取組事業補助金（担当：有泉）
　（2）首都圏における誘客促進及び県産品販路開拓事業補助金
　　　（担当：樋川）

情報BOX
（社）山梨県観光物産連盟からの
お知らせ

チャンスを求める積極的な中小企業を募集します!
「中小企業総合展」出展者募集!!
開催日時及び場所
●中小企業総合展2006 in Tokyo
　
日時
　平成18年11月29日（水）～12月1日（金）　

　　　　10:00～17:00
　
場所
　東京ビッグサイト東1・2ホール／

　　　　出展小間数680ブース（予定）
●中小企業総合展2007 in Kansai
　
日時
　平成19年2月21日（水）～2月23日（金）

　　　　10:00～17:00
　
場所
　インテックス大阪6号館Aゾーン／

　　　　出展小間数360ブース（予定） 

開催目的 
　優れた製品・技術やビジネスモデル等を有する中小
企業が広く展示することにより、販路開拓先、事業連
携先となり得る他の出展者や来場者とのマッチング
を行う機会を創出します。 

出展区分 
製造業…企業・法人向け製品・技術（加工技術〈素材・金属〉、
加工技術〈機械・電子機器〉、加工技術〈その他〉、完成品〈機

械〉、完成品〈電気・電子・通信〉、完成品〈その他〉）、消費者・
個人向け製品・商品（衣服関連、食品・飲料関連、住宅・
生活関連、その他〈消費者向け製品・商品〉）

サービス業…企業・法人向けサービス、消費者・個人向
けサービス

IT（ソフトウェア）業…企業・法人向けソフトウェア、消
費者・個人向けソフトウェア  

開催内容 
ブース展示…中小企業が自ら開発した新製品・新サー
ビス・新技術を展示します。
講演／セミナー…著名人による講演や、経験豊富な経
営者によるセミナーを実施します。

生中継 出展者 60秒プレゼン…出展者に自社製品等
をカメラに向かって60秒間プレゼンしてもらい、
それを会場内の、モニターに生中継します。
無料経営相談…中小企業・ベンチャー総合支援センタ
ーの専門家が様々な経営課題に対し、アドバイスを
行います。

問い合わせ先　
　独立行政法人　中小企業基盤整備機構
　新事業支援部　新事業支援課
　　Tel.03-5470-1525
　　URL http://sougouten.smrj.go.jp/
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　4月23日（日）　s2日目
　ホテルを午前8時30分に出発し、成都市内中央会副会長の内藤家具製
造有限公司工場を表敬訪問を行った。中国との合併企業として建設した
工場で、広い敷地に3棟の工場及び倉庫と2階建ての管理棟を視察し内藤
副会長より説明を受けた。

　『都江堰』　
  バスは坂道を昇り最初に同じ世界遺産である青城山を見学した。青城
山は成都の西70㎞の所にあり幽山と称されているほど静かな幽谷と鬱
蒼たる緑が特徴。周囲が約120㎞の広大な山城は後漢時代、道教の前進

とされる五斗米道の始祖張道陵はこの地より布教を始めたとされる。そ
の教団は子の張衡孫の張魯へと継承されつつ漢中地方に政治的独立勢力
を形成した。前山中腹には、この張道陵を祀る天師洞がある（山を下り都
江堰）
　四川地方を育んだ治水妙、紀元前の男達の業、治水施設、戦国時代の泰
の昭玉時代に李冰が李二郎父子により造られた。たびたび氾濫したと言
われる岷江を外江と内江に分流されたもので、外江は長江に、内江は四川
盆地に通じる。現在も水利灌漑に機能を果たした。川に掛かる吊り橋は安
瀾索橋で揺れるので渡るのに大変だった。

　『杜甫草堂』
　「誌聖」と称される杜甫が759年の冬から約4年間住んでいた草案。都
長安を襲った安史の乱と事後の混乱により彼は官職を捨てて家族と共に
成都に移り住んだ。ここで作った詩は「江村」「春夜」など240余りと言わ
れる。国内には彼の誌をもとに作られた散策道や池がある。草堂があった
場所には「少陵草堂」の碑が建っている。

～次回号へ続く～

　昨年より始まったクールビズは、行政等を中
心に大きく広がりを見せるようになりました。
しかし、どうしてもネクタイを締めた方が良い
業種もあります。そんな人のための新たなクー
ルビズが出てくるのでしょうか？
　ご意見・ご要望は、中小企業タイムズ編集班
までお寄せ下さい。 

TEL 055-237-3215  FAX 055-237-3216
E-mail webmaster@chuokai-yamanashi.or.jp
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●中央会50周年記念事業

中国事情視察研修を終えて②

山梨県水産物商業協同組合　理事長　内藤和重

平成18年４月22日～28日
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セイジョウザン

山梨県中小企業団体中央会組織・機構図

● 課　長  小佐野時雄
● 課長補佐  三井　成志
● 係　長  臼田あけみ
● 主　事  齊藤　寛之

● 課　長  知見寺好幸
● 課長補佐  堀内　　修
● 係　長  保坂　　淳
● 係　長  笠井　靖子
● 主　事  窪田　　学

● 課　長  三枝　幹夫
● 課長補佐  山本　良一
● 係　長  輿水　一篤
● 主　事  千野　哲宏

● 支所長  古屋　孝明

● 部　長  新海　一男
● 副部長  飯野　鉄夫
● 専任課長  古屋　浩昭
● チーム員  笠井　靖子
● チーム員  齊藤　寛之

● 部長（次長）  
　　　　小林　賢二
● 参　事  古守　公博
● 主　事  組沢　正文

労　働　課

● 室　長  清水　純一
● コーディネーター　
　 　　　  杉山真理子

求職活動推進室

郡内支所

観光事業部 事業推進部

連携支援課総　務　課

会      長 ● 宮川　睦武

専務理事 ● 堀内　豊彦

常務理事 ● 新海　一男

事務局長 ● 金丸　猛雄

次　　長 ● 飯野　鉄夫

　7月19日中央会研修室において、平成
18年度山梨県中小企業団体事務長会通
常総会が行われた。総会では昨年度の事
業報告及び今年度の事業計画等の審議が
行われた後に役員改選が行われ、長年会
長を務めた保坂輝行氏（写真左）が退任し、
新たに菅原五男氏（写真右）が新会長に選
任された。新執行部については以下のと
おり。

s会　長　菅原　五男氏
　　　　　（山梨県石油協同組合）
s副会長　辻　美子男氏
　　　　　（山梨県ビルメンテナンス協
　　　　　同組合）
s　〃　　根津強太郎氏
　　　　　（山梨県印刷工業組合）

新会長に新会長に
菅原氏が選任菅原氏が選任
新会長に
菅原氏が選任
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